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3月22日�

将来に将来に夢と希望希望をもって�
　本学　本学で学んで学んだ年月だ年月は、

日本の政治政治・経済経済を大を大きく揺るがした時た時
代であり、また世界規模た世界規模でも激動も激動の時代時代
でありました。た。私たちはそのような情勢な情勢の中、中、
本学本学の建学建学の精神精神に沿う人物人物となるべく
最善最善の努力努力をいをいたしましたが、が、その達成達成
は容易容易ではではありませんでした。た。しかし、そ
の至難至難にあえて真正面かて真正面から挑戦挑戦したがゆがゆえに学生学生としての本分本分を逸脱すを逸脱することなく、今日を迎を迎えることができました。た。�
現代社会現代社会が目まぐるしく変遷変遷・変革す変革する中で、で、私たちはどのような困難な困難に直面直面しようとも、も、主体的、主体的、客観的客観的に判断判断しながら柔軟か柔軟か
つ前向前向きに行動行動し、将来将来と夢と希望希望をもって大て大きく羽ばたいたいていていきたいたいと思い思います。（卒業生代表　法学科　奥原正久卒業生代表　法学科　奥原正久）�
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課外活動表彰�成績優秀者表彰�
■体育系サークル�

■文化系サークル�

受賞者氏名�

香川　義篤
�

�

松田　智志�

小林　良隆�

東口　竜一�

遠部　純子�

門田　妙子�

河本　好則�

原野　　陽�

福井　　謙�

三島　大輔�

内山　好明�

佐藤　圭介�

坂手　康恵�

大会名・種目等�

平成１５年度全日本柔道選手権大会（１５.４.２９）�

平成１４年度全日本柔道選手権大会（１４.４.２９）�

第５７回国民体育大会　柔道成年男子（１４.１０.２６）�

第５７回国民体育大会　棒高跳（１４.１０.２１）�

第５８回国民体育大会　走高跳（１５.１０.２５）�

第５９回国民体育大会　フィギュアスケート（１６.１.２８）�

第５６回国民体育大会　空手成年女子（１３.１０.１４）�

第５４回中国学生卓球選手権秋季大会（１５.８.１３）�

平成１５年度中四国学生柔道体重別団体優勝大会（１５.８.１６）�

平成１５年度中四国学生柔道優勝大会（１５.５.２４）�

平成１４年度中四国学生柔道優勝大会（１４.８.３１） �

平成１５年度中四国学生ゴルフ連盟秋季１部対抗戦（１５.９.１７）�

〃�

第４８回中四国学生弓道選手権大会（１５.１０.１０）�

学 科 �

法 学 科
�

�
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商 学 科 �
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法 学 科 �

法 学 科 �

商 学 科 �

商 学 科 �

商 学 科 �

部名（顧問）�

柔道部（大谷）
�

�

柔道部（大谷）�

陸上競技部（岩橋）
�

�

フィギュアスケート同好会（西山）�

空手部（岡本）�

卓球部（全）�

�

柔道部（大谷）�

�

ゴルフ部（大城）
�

�

弓道部（喜田）�

賞 名 �

学 長 賞
�

�

�

�

優秀スポーツ賞�

�

�

�

�

�

スポーツ賞�

成績�

出 場 �

出 場 �

出 場 �

出 場 �

出 場 �

出 場 �

出 場 �

優 勝 �

優 勝 �

優 勝 �

優 勝 �

優 勝 �

優 勝 �

優 勝 �

表彰者氏名�

張　　　勇�

顕著な活動及び功績等 �

第２回全日本学生囲碁王座戦（１５.１２.２０） �

第２回中四国学生囲碁王座戦（１５.１０.１２） �

学 科 �

法 学 科 �

部名（顧問）�

囲碁・将棋部（西中）�

賞 名 �

最優秀功労賞�

成績�

第４位�

優 勝�
社労士合格までの一年�
法学科／小野隆史�

学　科�

�

商
�

�

�

産業経営
�

�

学　科�

国際観光
�

�

法
�

�

経 済
�

�

※学科代表�

氏　名�

片岡　美穂※�

冨岡　利恵　�

加藤可奈子　�

猪熊　幸代　�

石原　隆行※�

橋本　尚美　�

氏　名�

万　　　鳴※�

山 　大輔　�

奥原　正久※�

坪井　大介　�

岩岡　美絵※�

万代　英貴　�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

�

海外研修を計画�

�まだ見ぬ、�
世界の舞台へ！�
カンボジア・ヨーロッパ�
新入生へのメッセージ�

「勉強を100倍楽しくする方法」�
        　　　　　　  商学部教授／市村巧�

社会で求め社会で求められる姿勢る姿勢とは？�
　見通　見通しが明が明るいとは言え、不安定な要素不安定な要素を含んを含んだ経済社だ経済社

会に漕ぎだそだそうとする諸君諸君には、どのような姿勢な姿勢が求めが求められるのでしょうか。か。�
今日の企業社会企業社会ではでは終身雇用制は終身雇用制はもはもはや存在存在しえません。大手企業大手企業ではでは入
社後社後の社員教育は社員教育は行わないわないという体質体質の改革改革も見も見られます。他方進学率他方進学率が
五十五十％にも届も届こうとする高学歴化社会高学歴化社会にあるということは、学歴学歴ではではなく、
諸君は諸君は何ができるかが問が問われわれることを意味を意味します。従業員従業員の寿命は寿命は十五年十五年
と言われわれており、その後は後は会社会社を支を支えて行て行くか、か、縁の下の力持力持ちとなるかですです。
いずれの道を歩むかはを歩むかはみなみなさんの姿勢姿勢に掛か掛かっていています。�
　「意思意思あるところに道あり」諸君諸君の限りないない夢が実現が実現してゆてゆくことを祈念を祈念し、
お祝い祝いの言葉言葉とします。�
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答　　辞�

学長式辞�



マンツーマンで資格指導�
県事業「青春ゼミナール」�

　
本
学
は
岡
山
県
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
平
成
十
五

年
度
　
打
ち
込
め
！
青
春
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
補
助
事
業
に
参

加
し
、
高
校
生
二
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
高
等
学
校
と
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
高
校
生
が
大
学
で
指
導
を
受
け
る
機
会
を
提
供
す

る
も
の
で
、
学
習
意
欲
や
進
路
意
識
の
高
揚
、
能
力
・
適

性
の
一
層
の
伸
張
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
個
人
や
グ

ル
ー
プ
で
優
れ
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
高
校
生
が
、
大
学
の
研
究
室
に
出
向
き
、
大
学

レ
ベ
ル
の
指
導
を
継
続
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
参
加
し
た
の
は
日
商
簿
記
一
級
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
技
術
者
の
取
得
を
目
指

す
岡
山
県
立
玉
野
光
南
高
等
学
校
情
報
処
理
科
二
年
生
の
生
徒
二
名
。
本
学
教
員
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
資
格
取
得
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

経済効果はいかに？�
国観生 「桃太郎まつり」を調査�

　
昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
五
年
度
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
」
の
経
済
波

及
効
果
を
、
前
回
に
引
き
続
き
国
際
観
光
学
科
の
学
生
有
志
が
調
査
・
分
析
し
ま
し
た
。�

　
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
運
営
委
員
会
」
の
依
頼
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
の
立
案
か
ら
は
じ
め
、
八
月
二
・
三
日
の
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま

つ
り
」
で
は
、
汗
を
流
し
な
が
ら
ま
つ
り
へ
来
た
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
前

回
（
八
一
九
人
）
よ
り
も
多
い
一
、
三
四
九
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

分
担
し
て
集
計
、
分
析
作
業
を
行
い
、
昨
年
十
一
月
二
十
八
日
に
運
営
委
員
会
の
事
務

局
を
担
当
し
て
い
る
岡
山
市
へ
調
査
結
果
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。�

　
結
果
と
し
て
は
、
来
場
者
一
人
あ
た
り
の
消
費
額
を
、
前
回
よ
り
も
四
〇
〇
円
少
な

い
二
、
二
〇
〇
円
と
推
計
し
た
た
め
、
ま
つ
り
の
総
事
業
費
を
含
め
た
「
お
か
や
ま
桃

太
郎
ま
つ
り
」
の
経
済
波
及
効
果
は
三
十
七
億
二
、
二
〇
〇
万
円
と
推
計
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
「
お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
」
の
認
知
媒
体
や
感
想
・
意
見
、
来
場

者
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
ま
と
め
ま
し
た
。�

　
調
査
・
分
析
に
参
加
し
た
瀋
園
さ
ん
は
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
初
め
て
で
す
が
、
思
っ
た
よ
り
難
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
笑

顔
で
挨
拶
し
、
よ
く
説
明
す
る
と
、
よ
く
協
力
し
て
も
ら
え
た
」
、

ま
た
、
洪
成
日
君
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
あ
ま
り
使
っ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
が
、
デ
ー
タ
入
力
や
分
析
な
ど
を
行
い
、
良
い
勉

強
に
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
商
学
部
　
助
教
授
　
捧
　
富
雄
）�

暑い中で大変だった�
アンケート調査。�

「とてもまじめで優秀です」
と指導の森本助教授。�

相
互
交
流
約
す�

　 

相
次
ぎ
二
校
と
友
好
提
携�

　
こ
の
二
月
、海
外
の
大
学
二
校
と
相
次
い
で
友

好
提
携
を
締
結
し
、今
後
の
相
互
交
流
を
約
し
ま

し
た
。�

中
国
　
洛
陽
大
学�

　
二
月
二
十
四
日（
火
）、洛
陽
大
学
の
学
長 

趙
金

昭
氏
ほ
か
三
名
が
本
学
を
訪
れ
、井
尻
学
長
等
と

協
議
を
行
い「
友
好
提
携
に
関
す
る
協
定
書
」を
締

結
し
ま
し
た
。こ
れ
は
教
育
・
学
術
交
流
に
関
す
る

内
容
を
定
め
た
も
の
で
、あ
わ
せ
て
三
年
次
編
入

学
に
つ
い
て
の
詳
細
な
取
り
決
め
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
は
す
で
に
洛
陽
市
の
人
民
友
好
協
会
と
覚
書

を
締
結（
平
成
十
三
年
八
月
三
十
一
日
）し
て
お
り
、

洛
陽
と
よ
り
深
い
縁
で
結
ば
れ
ま
し
た
。�

韓
国
　
忠
清
大
学�

　
三
月
十
七
日（
水
）韓
国 

忠
清
大
学
と「
友
好
提

携
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
ま
し
た
。教
育
及

び
学
術
上
の
協
力
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
学

生
交
流
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
、三
年
次
編
入
学
・

短
期
留
学（
一
年
以
内
）で
の
相
互
交
流
が
、今
後
行

わ
れ
ま
す
。こ
れ
を
受
け
、本
学
は
短
期
留
学
希
望

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
、四
月
か
ら
半

年
間
、三
名
の
学
生
が
学
び
ま
す
。�

　
今
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
英
語
、
中
国
語
語
学
研

修
に
加
え
、
新
た
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
四
か
国
を
訪
問
す
る
企

業
視
察
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
企
画
し
て
い
ま

す
。�

　
か
つ
て
の
繁
栄
と
近
年
の
衰
退
の
両
面
を
経
験

し
た
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
現
在
、
世
界
最
貧
困
国

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
こ
の
国
に
、
世
界
各
国
か

ら
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
で

は
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
た
我
々
日
本
人
が
、

日
常
生
活
で
ほ
と
ん
ど
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
「
一

日
を
生
き
抜
く
」
こ
と
の
重
み
を
体
感
す
る
機
会

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
の
交
流
や
井
戸
の

建
設
、
橋
や
道
路
補
修
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
、
自
分
の
過
去
と
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
を
見
つ
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
で
す
。�

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
企
業
研
修
で
は
、
産
業
、
経

済
、
文
化
な
ど
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
分
野
を
有
す

る
複
数
の
国
家
が
、
あ
え
て
共
同
体
と
し
て
の
発

展
を
目
指
し
、
相
互
意
識
と
競
争
原
理
の
中
で
行

わ
れ
る
、
様
々
な
企
業
及
び
行
政
活
動
を
肌
で
感

じ
、
現
在
の
日
本
と
比
較
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

一
大
学
生
と
し
て
の
現
状
を
見
つ
め
直
し
、
将
来

身
を
置
く
日
本
社
会
の
中
で
、
新
た
な
視
野
を
見

出
す
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。�

　
海
外
と
の
距
離
が
近
く
な
っ
て
い
る
今
、
そ
の

広
い
舞
台
へ
飛
び
出
す
第
一
歩
と
し
て
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
詳
細
は
学
生
課
ま
で
。�

カンボジアでのボランティア。いろいろな意味で自分を見つめな
おす機会になるかも知れない。�

自
分
を
見
つ
め
な
お
す
一
機
会
と
し
て�

            

カ
ン
ボ
ジ
ア
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）  

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
企
業
視
察
）�

海
外
研
修
を
計
画
中
　
学
生
課�
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!キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス� ●
●

●
●
● ● ●

●

●
●

●
●

●
●
● ● ●

●

●
●

●
●

●
●
● ●

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
し
ま
す�

　
　
一
〇
〇
名
が
認
定
を
受
け
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
単
位
認
定
科
目�

情報教育センター  春季研修�
　　　   高校教員と情報交換�

教 務 課�

　
み
な
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？
　
本
学
に
は
、
教

養
科
目
・
専
門
科
目
・
教
職
課
程
科
目
・
学
芸
員

課
程
科
目
の
ほ
か
に
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と

「
実
践
学
習
」
の
二
つ
の
分
野
で
構
成
さ
れ
る
特

別
単
位
認
定
科
目
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
五
年
度

は
、
百
名
の
学
生
が
単
位
認
定
を
受
け
ま
し
た
。�

●
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」�

▼
百
貨
店
、
ス
ー
パ
ー
、
商
工
会
議
所
、
地
方
自
治

体
、
放
送
局
、
建
築
会
社
、
ホ
テ
ル
で
の
実
習�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
十
名�

●
「
実
践
学
習
」�

▼
キ
ャ
リ
ア
開
発
論
Ⅰ
・
Ⅱ
受
講
者
…
八
十
二
名�

▼
資
格
・
検
定
の
取
得�

日
本
漢
字
能
力
検
定
二
級
、
日
商
簿
記
検
定
二

級
、
法
学
検
定
試
験
三
級�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
三
名�

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動�

岡
山
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
の
活
動�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
一
名�

▼
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞�

中
・
四
国
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
第

三
位
他�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
一
名�

▼
大
学
貢
献
活
動�

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
日
本
語
ア
シ
ス
タ
ン

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
、
本
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
で
の
活
動�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
三
名�

��

　�

��

　
入
学
前
お
よ
び
入
学
後
に
取
得
し
た
全
商
簿
記

検
定
二
級
以
上
、
全
経
簿
記
検
定
二
級
以
上
、
日

商
簿
記
検
定
三
級
以
上
の
合
格
証
書
を
教
務
課
に

持
参
の
う
え
、
単
位
認
定
申
請
を
す
れ
ば
、
「
簿

記
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」
と
し
て
四
単
位
が
認
定
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
五
年
度
は
、
九
十
三
名

の
学
生
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
ま
し
た
。�

����

　
第
二
外
国
語
と
し
て
開
設
し
て
い
る
「
フ
ラ
ン

ス
語
」
履
修
者
の
う
ち
、
二
名
が
優
秀
な
成
績
で

仏
語
検
定
試
験
四
級
に
合
格
し
ま
し
た
。�

■
法
経
学
部
　
法
学
科
　
一
年
生�

　
古
川
貴
之
君
、
松
岡
芳
彦
君�

入
学
前
の
資
格
取
得
に
よ
る�

　 

　  

単
位
認
定
　
九
十
三
名�

　
　
　
　
　
「
簿
記
論
Ⅰ
・
Ⅱ
」�

一
年
間
の
成
果
と
し
て
頑
張
り
ま
し
た�

仏
語
検
定
試
験
四
級
に
合
格
者
二
名�

　
二
月
二
十
一
日
（
土
）
社
会
総
合
研
究
所
の
公

開
講
演
会
は
、
元
国
連
事
務
次
長
の
明
石
　
康
氏

を
講
師
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
明
石
氏
は
日
本
政
府
代
表
と
し
て
、
四
十
年
に

わ
た
り
国
連
で
平
和
活
動
に
従
事
。
九
七
年
に
退

官
後
も
、
日
本
政
府
代
表
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の

平
和
構
築
に
力
を
尽
く
す
な
ど
、
現
在
も
世
界
を

舞
台
に
ご
活
躍
で
す
。�

　
「
変
革
期
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
象
」
と
題

し
た
今
回
の
講
演
。�

　
「
二
十
一
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
井

の
中
の
蛙
に
な
ら
ず
、
自
分
だ
け
の
幸
福
を
考
え

る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
や
世
界
的
な
次
元
で
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
き
て
い
る
」�

　
的
確
な
言
葉
を
選

び
つ
つ
、
幾
分
ゆ
っ

た
り
と
語
ら
れ
る
言

葉
に
聴
講
者
は
静
か

に
耳
を
傾
け
、
会
場

は
凜
と
し
た
空
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。�

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル�

【
職
歴
】�

一
九
五
七
　
国
連
入
り
（
日
本
初
）
事
務
局
政
治
安
保
理
　

　
　
　
　
　
局
、
特
別
政
治
問
題
担
当
事
務
次
長
室�

　
　
　
　
　
事
務
総
長
官
房
で
勤
務�

一
九
七
四
　
国
連
日
本
政
府
代
表
部
参
事
官
、
そ
の
後
、
　

　
　
　
　
　
公
使
、
大
使
を
歴
任�

一
九
九
二
　
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表�

　
　
　
　
　
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
）
　�

一
九
九
四
　
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表�

　
　
　
　
　
（
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
担
当
）�

一
九
九
六
　
国
連
人
道
問
題
担
当
事
務
次
長�

一
九
九
八
　
広
島
平
和
研
究
所
　
初
代
所
長�

　
　
　
　
　
（
一
九
九
九
年
二
月
ま
で
）�

二
〇
〇
二
　
岡
山
発
の
国
際
貢
献
を
考
え
る
会
　
会
長�

【
現
職
】�

ス
リ
ラ
ン
カ
平
和
構
築
及
び
復
興
担
当
日
本
政
府
代
表
、�

日
本
紛
争
予
防
セ
ン
タ
ー
会
長
、
他�

�

　
県
下
の
高
校
教
員
を
対
象
に
し
た

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
春
季

研
修
セ
ミ
ナ
ー
」
が
三
月
二
日
・
三

日
の
二
日
間
、
本
学
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
室
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
香
川
県
の
教

員
六
名
が
特
別
参
加
す
る
な
ど
、
定

員
二
十
五
名
を
上
回
る
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
今
回
の
研
修
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

で
あ
り
ま
す
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
時
代
に
必
要
不
可
欠
な
知

識
で
あ
る
た
め
、
参
加
者
た
ち
は
長

時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
最
終
日
の
十
五
時
か
ら
、
「
今
後

の
情
報
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
先
生
方
と
時
間

を
大
幅
に
超
え
る
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
聞
く
こ
と

の
な
い
現
場
の
先
生
方
の
生
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な

意
見
交
換
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重

な
意
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
研
修
計
画

に
大
い
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
論
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
た
充
実

し
た
二
日
間
の
研
修
セ
ミ
ナ
ー
で
し

た
。�

（
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
梅
原
嘉
介
）�

�

講師の明石康氏�

社
研  

公
開
講
演
会�

変
革
期
の�

　  

リ
ー
ダ
ー
像
と
は
？�

　
　
　
明
石 

康
氏
を
迎
え
て�

現場の先生方の生の声を聞くことができました。�
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三年からはゼミに所属して、専門分
野を深く学ぶ。写真は市村ゼミの三
年・四年合同の卒論発表会のようす�

勉
強
は
楽
し
い
？�

　
　
私
の
恥
ず
か
し
い
体
験
か
ら
…�

�

勉
強
に
没
頭
し
た
二
年
間
　�

　
　
　
　  

そ
の
理わ

由け

は
？�

自
力
で
求
め
、
知
る
こ
と
の
喜
び�

商学部教授／市村　巧�

勉強を100倍�
楽しくする方法�

新 入 生 へ の メ ッ セ ー ジ �
�

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
“
勉
強
は
楽
し
い
”
と
い
う

体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
人
が

そ
ん
な
体
験
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
勉
強
は
楽
し
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

　
ま
ず
、
私
の
恥
ず
か
し
い
体
験
談
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

私
が
は
じ
め
て
そ
の
体
験
を
し
た
の
は
二
十

五
歳
で
し
た
。
オ
ク
テ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
の
私
の
勉
強
は
ま
る
で
“
砂
を
噛

む
よ
う
な
”
殺
伐
と
し
た
も
の
で
し
た
。
高

校
時
代
は
た
だ
目
標
の
大
学
に
合
格
す
る
た

め
の
勉
強
、
大
学
で
は
難
関
と
い
わ
れ
る
国

家
試
験
に
合
格
す
る
た
め
の
勉
強
、
い
ず
れ

も
受
験
勉
強
一
色
で
し
た
。
し
か
も
そ
の
両

方
と
も
結
局
失
敗
に
終
わ
り
、
残
っ
た
の
は

挫
折
感
だ
け
で
し
た
。
そ
の
時
私
は
す
で
に

二
十
三
歳
、
就
職
先
も
な
く
ま
さ
に
崖
っ
ぷ

ち
に
い
ま
し
た
。�

����

　
そ
れ
で
も
卒
業
間
際
、
人
生
、
勉
強
で
き

る
の
は
今
し
か
な
い
と
思
い
直
し
、
大
学
院

に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
浪
人
し
て

運
良
く
大
学
院
に
進
学
で
き
ま
し
た
。
私
が

“
勉
強
は
楽
し
い
”
こ
と
を
体
験
す
る
の
は
こ
の
時
か
ら
で
す
。

両
親
か
ら
の
仕
送
り
を
自
ら
断
ち
、
奨
学
金
頼
み
の
貧
し
い

生
活
で
し
た
が
、
毎
日
が
充
実
し
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

食
事
も
忘
れ
、
銭
湯
に
行
く
の
も
忘
れ
、
と
い
う
と
大
袈
裟

に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
で
す
。
と
に
か
く

起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
ず
っ
と
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
生
活
が
二
年
間
続
き
ま
し
た
。�

　
私
が
な
ぜ
そ
ん
な
に
勉
強
に
夢
中
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
か
。

答
え
は
明
白
で
す
。
受
験
勉
強
で
は
な
く
、
自
分
が
本
当
に

し
た
い
勉
強
の
対
象
に
巡
り
会
え
た
か
ら
で
す
。
大
学
時
代

の
友
人
達
は
す
で
に
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
私
に

焦
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
に
か
く
青
春
を
こ
の
勉
強

で
燃
焼
さ
せ
よ
う
、
そ
の
あ
と
は
潔
く
田
舎
に
戻
っ
て
家
業

を
継
ご
う
と
い
う
心
境
で
し
た
。
し
か
し
意
外
な
こ
と
に
、

私
の
道
は
そ
の
時
か
ら
少
し
ず
つ
開
け
て
い
き
ま
し
た
。�

��

　
さ
て
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
い
よ
い
よ
大
学
で
の
勉
強
が
始

ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
対
す
る
私
の
願
い
は
た
だ
一
つ
、

“
勉
強
は
楽
し
い
”
と
い
う
実
感
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
私
の
経
験
で
は
、

‘
誰
か
に
や
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
受
身

的
な
勉
強
’
で
は
、
結
局
“
勉
強
は
つ
ら
い
”

も
の
で
終
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
は
、
‘
自
分
で
勉
強
し
た
い
対
象

を
探
し
出
す
と
い
っ
た
積
極
的
な
勉
強
’
の

姿
勢
に
転
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
校
ま

で
の
勉
強
と
大
学
の
勉
強
の
違
い
は
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
も
し
対
象
を
探
し
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
あ
と
は
遊
び
と
同
じ
で
す
。
そ

の
対
象
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
楽
し
く
な
り
、

き
っ
と
時
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

夢
中
に
な
る
で
し
ょ
う
。
他
人
に
支
え
ら
れ
、

か
つ
一
か
ら
十
ま
で
教
え
て
も
ら
っ
て
知
る

喜
び
よ
り
も
、
自
分
が
求
め
て
自
力
で
知
る

喜
び
の
ほ
う
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
こ
と
か
。

一
〇
〇
倍
違
う
と
い
っ
た
ら
言
い
過
ぎ
で
し

ょ
う
か
。

そ
の
時
は
じ
め
て
、

“
勉
強
は
楽
し
い
”
と

い
う
実
感
を
味
わ
う
と

思
い
ま
す
。
し
か
も
そ

の
貴
重
な
体
験
が
必
ず

あ
と
の
人
生
に
活
か
さ

れ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
今
後
の
奮
闘
を
心
よ

り
祈
っ
て
い
ま
す
。�

　
突
然
携
帯
に
「
○
○
情
報
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
も
っ

と
も
ら
し
い
名
前
で
「
一
年
前
利
用
し
た
出
会
い
系

サ
イ
ト
の
料
金
が
未
払
い
で
す
の
で
、至
急
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
振
込
み
が
な
い
場
合
は
裁
判
所
に

訴
え
ま
す
」
と
電
話
の
オ
ペ
レ
ー
タ
の
よ
う
な
丁
寧

な
口
調
で
電
話
が
あ
っ
た
。�

事例�

1
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
突
然�

絶
対
に
支
払
わ
な
い�

　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
、支
払
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
脅
し
文
句
に
お
び
え
て
支
払
わ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
以
外
の

も
の
が
合
法
的
に
債
券
の
管
理
、回
収
を
行
う

場
合
法
務
省
の
営
業
許
可
が
必
要
で
す
。（
法
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
）。
連
絡
先

が
携
帯
番
号
に
な
っ
て
い
る
、振
込
先
金
融
機
関

の
口
座
名
義
が
個
人
に
な
っ
て
い
る
な
ど
は
正

規
の
会
社
で
な
い
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
悪
質
業
者
と
は
一
切
連
絡
を
取
ら

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。�

　
数
ペ
ー
ジ
程
度
の
雑
誌
が
出
版
社
か
ら
送
ら
れ

て
き
て
い
た
。
気
に
せ
ず
放
置
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

突
然
年
間
購
読
料
を
支
払
う
よ
う
に
、と
の
請
求

書
が
送
ら
れ
て
き
た
。�

事例�

2
雑
誌
代
金
を
請
求
さ
れ
て�

十
四
日
保
管
す
れ
ば
自
由
に
処
分�

　
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
て
き
て
、あ
な
た

に
購
入
す
る
つ
も
り
が
な
け
れ
ば
、商
品
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
十
四
日
間
保
管
し
た
後
は
自
由

に
処
分
で
き
ま
す
。
例
え
「
購
入
し
な
け
れ
ば
返

品
し
て
く
だ
さ
い
。
返
品
し
な
け
れ
ば
購
入
し

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、

代
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
管
期

間
中
は
、商
品
を
使
用
し
た
り
、破
損
し
な
い
よ

う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。�

　
友
人
の
紹
介
で
無
料
エ
ス
テ
に
出
か
け
契
約
し
た
。

し
か
し
効
果
が
な
く
、通
い
た
く
な
い
の
で
解
約
を

申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
解
約
は
で
き

る
が
、エ
ス
テ
に
つ
い
て
は
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
」
と

言
わ
れ
た
。�

事例�

3
エ
ス
テ
の
ト
ラ
ブ
ル�

中
途
解
約
の
条
件�

　
平
成
十
一
年
十
月
二
十
二
日
以
降
に
契
約
し

た
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
は
、役
務
の
期
間

が
一
カ
月
を
超
え
、あ
な
た
が
支
払
う
金
額
が
五

万
円
を
超
え
て
い
れ
ば
、中
途
解
約
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、エ
ス
テ
は
無
料
で
、化
粧
品
・
健

康
食
品
を
購
入
す
る
契
約
を
し
て
い
る
場
合
で
も
、

エ
ス
テ
と
商
品
の
購
入
は
一
体
の
契
約
で
あ
り
、

同
様
に
中
途
解
約
が
認
め
ら
れ
ま
す
。�

悪徳商法に注意！�　近年詐欺まがいの悪徳商法が横行し、大
きな被害がでています。そのターゲットのひとつ
として狙われやすいのが大学生。特に一人暮らしの学生は、寂し
さなど心のスキに付け込まれ、高価な商品を買わされたり、身に覚えのない
お金を振り込まされたりと、情報社会の拡大により、その手口も巧妙かつ多
岐にわたっているようです。「うまい話」「甘い言葉」にだまされず、毅然と
した態度で「キッパリと断る」ことが必要です。�
　おかしいな？と感じたら自分で判断せず、学生課や岡山県生活消費センタ
ー（1086－226－0999）へ相談しましょう。�

若者を狙う�
あの手、この手�

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
つ
い
て

　
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど
で
契
約
し
た
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
は
購
入
の
申
し
込
み
や
契
約
し
た
日（
書

面
を
受
け
取
っ
た
日
）を
含
め
て
八
日
以
内
で
あ
れ

ば
無
条
件
で
申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が

で
き
ま
す
。
撤
回
・
解
約
の
通
知
は
必
ず
書
面
で
行

い
ま
し
ょ
う
。�
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就職便り就職便り就職便り就職便り

　「これからも、言葉の前で迷いながら書いていきます」、「人生に対
しても小説に対しても、貪欲（どんよく）に変化を求めていきたいです」。
これは第130回芥川賞を史上最年少の20才という若さで受賞した2
人の受賞式での言葉です。そう、この2人の作家は皆さんと全く同年
代の若者なのです。この2人のコメントを読んで、みなさんはどう感
じましたか？企業の人事担当者の方などが口を揃えて言われるのが、
「最近の学生は自分から何かを求めようとしない」、「どの学生を見ても、
同じに見える」という事です。私達就職部の職員が実際に学生の皆さ
んと接していても同じ事を感じますし、初めから「失敗」を恐れ、「挑戦」
することさえもためらう学生が多いように感じられます。�
　しかし、何事もただ願うだけでは手に入れる事はできませんよね？
自由な時間の持てる4年間の大学生活、教養を身につける事はもち
ろん、サークル活動や交友、また学外での様々な活動に積極的に参加
をし、色々な経験、失敗、成功した時の喜びを得て、良い意味で一人ひ
とりの「個性」を持ち幅の広い人間になってください。�
　最後に、企業が望む学生像を3つ、あげておきます。�

個性派新人誕生！？�個性派新人誕生！？�
ワ ン ポ イ ン ト 就 職 指 南� い

ざ
！
就
職
戦
線
へ�

　
　
　
　
　
　
関
西
合
説�

　
　
　
　
　
　
バ
ス
ツ
ア
ー�

中
国
・
四
国
地
区�

　
　
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー�

大
盛
況
！！
�

　
大
学
就
職

担
当
者
の
情
報
交

換
、
研
究
組
織
で
あ
る
「
全

国
私
立
大
学
就
職
指
導
研
究
会
（
全

就
研
）
」
（
二
五
二
大
学
加
盟
）
は
平
成
十
六
年

年
二
月
二
十
日
（
金
）
、
中
国
・
四
国
地
区
オ
ー

プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
西
日
本
地
区
で
就
職

活
動
を
し
て
い
る
三
年

生
を
中
心
に
六
十
七
大

学
千
二
百
五
十
名
が
参

加
。
人
気
企
業
の
セ
ミ

ナ
ー
教
室
で
は
定
員
を

超
え
る
学
生
が
人
事
担

当
者
の
話
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
特
に
就

職
活
動
中
の
学
生
た
ち

は
、
毎
日
の
よ
う
に
開

催
さ
れ
て
い
る
合
同
説

明
会
と
違
う
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
た
い
へ
ん
満
足

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

大
手
企
業
が
求
め
る
人

物
像
を
自
分
に
置
き
換

え
て
考
え
る
こ
と
で
自

分
に
何
が
足
り
な
い
の

か
、
何
を
身
に
つ
け
な

い
と
い
け
な
い
の
か
、

こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動

に
大
い
に
役
立
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

低
学
年
の
学
生
た
ち
は

自
分
の
将
来

を
身
近
に
感
じ
取

る
こ
と
で
、
そ
の
夢
を
実

現
さ
せ
る
に
は
今
何
を
す
べ
き
な
の

か
が
わ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

　
全
就
研
で
は
来
年
度
以
降
も
中
国
・
四
国
地
区

で
の
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
参

加
し
て
み
な
さ
ん
の
夢
を
現
実
に
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

大盛況の会場。説明を聴き入る眼は真剣そのもの。�

　
一
月
二
十
七
日
（
火
）
に
、
学
園
バ
ス
を
利
用

し
た
「
関
西
合
同
企
業
説
明
会
バ
ス
ツ
ア
ー
IN

大
阪
ド
ー
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
三
十

五
名
の
学
生
が
参
加
し
、
午
前
六
時
四
十
五
分
と

い
う
早
朝
の
出
発
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
リ
ク
ル

ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
緊
張
し
た
面
持
ち
で
学

園
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
会
場
で
あ
る
大
阪
ド
ー
ム
（
大
阪
市
西
区
）
で

は
、
毎
日
就
職E

X
P
O
2
0
0
4

（
主
催
／
毎
日
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
の
合
同
企
業
説
明
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
企
業
数
が
約
二
百
社
、
参

加
学
生
数
が
約
一
万
人
と
い
う
大
規
模
な
合
同
企

業
説
明
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
本
学
学
生
も
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
関
西

の
活
発
な
学
生
の
雰
囲
気
を
肌
で
感
じ
、
積
極
的

に
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。�

　
今
回
の
企
画
の
趣
旨
と
し
て
は
、
岡
山
の
学
生

は
就
職
活
動
に
対
し
て
比
較
的
の
ん
び
り
感
が
あ

り
、
就
活
に
活
発
な
関
西
の
学
生
を
見
て
奮
起
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

し
た
学
生
か
ら
は
「
大
変
刺
激
と
な
っ
た
」
、
「
こ

れ
か
ら
の
就

職
活
動
に
は

ず
み
が
つ
い

た
」
な
ど
概

ね
好
評
で
あ

り
、
有
意
義

な
時
間
を
過

ご
せ
た
の
で

は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。�

大
阪
ド
ー
ム�

IN

「元気で明るい人」�
「失敗を恐れず、これまでも�
　これからも前向きでいられる人」�
「組織の中で�
　コミュニケーションがとれる人」�

関西の活発な雰囲気を肌で感じるこ
とができた。�
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氷
上
の
華  

フ
ィ
ギ
ュ
ア
競
技
へ
出
場�

　
　 

　       

遠
部
純
子
さ
ん（
商
四
）�

は
や
て
国
体�

受
験
を
決
意�

　
　
し
か
し
あ
と
一
年
…�

　
私
が
社
会
保
険
労
務
士
の
受
験
を
決
意
し
た

の
は
大
学
三
年
生
の
後
半
の
十
二
月
。
就
職
活

動
も
ス
タ
ー
ト
し
、
後
期
の
試
験
勉
強
を
し
て

い
た
時
期
で
し
た
。
そ
の
時
は
民
間
企
業
へ
の

就
職
を
目
標
に
準
備
し
て
お
り
、
社
会
保
険
労

務
士
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
分
野
で
活
躍
し
、
試
験
に
ど
の
よ
う
な
科

目
が
あ
る
の
か
と
い
う
事
ま
で
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
私
の
父
は
税
理
士
と
し
て

開
業
し
て
お
り
、
姉
が
税
理
士
を
目
指
し
勉
強

し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
は
私
も
税
理
士
業
務

と
関
連
の
深
い
社
会
保
険
労
務
士
資
格
を
取
得

し
、
父
や
姉
と
共
に
独
立
し
仕
事
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

強
く
な
る
、
労
務
士
へ
の
情
熱�

　
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
試
験
な
の
か
を

確
か
め
る
た
め
書
店
に
行
き
、
参
考
書
を
見
て
み

る
と
労
働
基
準
法
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等

の
労
働
科
目
か
ら
健
康
保
険
法
、
国
民
年
金
法
等

の
社
会
保
険
科
目
ま
で
広
い
範
囲
で
あ
り
、
か
つ

生
き
て
い
く
中
で
必
ず
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い

と
思
わ
れ
る
法
律
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
今
す
ぐ

に
で
も
勉
強
を
始
め
た
い
！！
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は
後
期
の
試
験
や

就
職
の
準
備
も
あ
っ
た
の
で
市
販
の
参
考
書
を
買

い
、
独
学
で
勉
強
を
始
め
て
み
ま
し
た
。
私
の
所

属
し
て
い
た
ゼ
ミ
が
香
山
先
生
の
労
働
法
の
ゼ
ミ

で
あ
っ
た
た
め
、
以
前
よ
り
社
会
保
険
労
務
士
に

対
す
る
情
熱
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
市
販
の
参
考
書
を
中
心
と
す
る
勉
強
で
は
試

験
の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ず
、
ど
う

し
て
も
丸
暗
記
に
頼
っ
た
勉
強
し
か
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
合
格
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
事
な

の
で
す
が
、
社
会
保
険
労
務
士
試
験
は
丸
暗
記
中

心
の
勉
強
で
は
合
格
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。�

私
を
決
定
づ
け
た
、
姉
の
合
格�

　
そ
の
よ
う
な
時
、
税
理
士
の
勉
強
を
し
て
い
る

姉
の
合
格
通
知
が
届
い
た
の
で
す
。
税
理
士
に
な

る
た
め
に
は
、
約
十
科
目
あ
る
試
験
科
目
の
う
ち

五
科
目
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う

ち
の
二
科
目
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

そ
の
時
の
姉
の
笑
顔
を
見
て
、
私
も
「
一
生
懸
命

勉
強
す
れ
ば
、
必
ず
合
格
す
る
事
が
で
き
る
。
そ

し
て
姉
み
た
い
に
喜
ん
で
み
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
姉
の
科
目
合
格
と
い
う
の
は
、

自
分
の
中
で
社
会
保
険
労
務
士
を
決
意
さ
せ
る
非

常
に
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

ゼ
ミ
の
担
当
で
あ
る
香
山
先
生
や
両
親
と
相
談
し
、

私
自
身
、
就
職
活
動
と
勉
強
を
両
立
さ
せ
る
ほ
ど

器
用
で
は
な
い
の
で
、
受
験
勉
強
に
絞
り
込
み
、

背
水
の
陣
で
の
受
験
を
決
意
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
手
専
門
学
校
に
通
い
、
一
度
の
受
験
で
合
格
す

る
事
が
で
き
ま
し
た
。�

社
会
保
険
労
務
士
と
は
？�

　
と
こ
ろ
で
、
社
会
保
険
労
務
士
と
は
何
？
と
思

わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
保
険
労
務

士
と
は
、
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
賃
金
や
リ
ス

ト
ラ
等
の
労
働
問
題
や
年
金
等
の
社
会
保
険
の
問

題
を
取
り
扱
う
専
門
家
で
す
。
し
か
し
、
「
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
＝
専
門
家
」
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
専
門
家
に
な
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
い
か
に
自
分
の
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
を

広
げ
、
専
門
分
野
を
構
築
す
る
か
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
は
今
、
よ
り
深
く
法
律
を
身
に

付
け
る
た
め
に
司
法
書
士
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
将
来
的
に
は
、
司
法
書
士
・
社
会
保
険

労
務
士
・
税
理
士
等
、
一
つ
の
事
務
所
で
様
々
な

問
題
に
対
応
で
き
る
総
合
事
務
所
の
設
立
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。�

迷
わ
ず
挑
戦
し
よ
う
！�

　
在
校
生
の
み
な
さ
ん
、
も
し
自
分
の
中
に
何
か

や
り
た
い
事
が
あ
る
の
な
ら
、
迷
わ
ず
挑
戦
し
て

み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
必
ず
結
果
を
残
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
の
趣
味
や
好
き
な
事
を
犠
牲
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
人
間
は
、
自
分
の
能
力
で
は
実
現
不

可
能
な
こ
と
を
決
意
す
る
動
物
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
を
信
じ
て
努
力
す
れ
ば
、
必
ず
良
い

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
、
あ
と
何
年
と
い
う
よ
う
に
、
期
限
を
付

け
る
事
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
が
何

を
や
る
べ
き
な
の
か
わ
か
ら
な
い
時
、
進
路
を
考

え
る
時
、
数
年
後
の
自
分
が
活
躍
し
て
い
る
姿
を

想
像
し
て
み
る
の
も
良
い
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

最
後
に
、
国
家
試
験
の
受
験
に
対
す
る
心
構
え
や

合
格
後
の
進
路
に
つ
き
親
身
に
な
っ
て
助
言
し
て

下
さ
っ
た
香
山
先
生
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

自分を信じて進んだ�
この一年�

社会保険労務士に合格して�

法学科四年　小野隆史�

　
青
森
県
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
九
回
国
民
体
育

大
会
冬
季
大
会「
活
彩 

は
や
て
国
体
」へ
、商
学
科

四
年
の
遠
部
純
子
さ
ん（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
同

好
会
）が
岡
山
県
代
表
で
出
場
し
ま
し
た
。惜
し
く

も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
卒
業
後
も
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
」と
今
後

の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
学
会
主
催

「
平
成
十
五

年
度
学
生
懸

賞
論
文
」
の

入
賞
者
が
決

定
し
、
二
月

十
六
日
（
月
）

学
長
室
に
お

い
て
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
優
秀
な
作
品
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
大
学
院
の
部
で
経
済

学
研
究
科
二
年
の
毛
文
峰
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。�

▼
優
秀
賞
　�

　
谷
本
裕
弥
（
法
学
科
二
年
）�

　
「
短
期
賃
貸
借
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
」�

▼
佳
　
作�

　
張
　
在
基
（
国
際
観
光
学
科
二
年
）�

　
「
観
光
開
発
に
お
け
る
地
域
社
会
の
影
響
」�

　
岩
本
大
地
（
法
学
科
四
年
）�

　
「
狭
山
事
件
│
部
落
差
別
が
生
ん
だ
悲
劇
│
」�

�

▼
最
優
秀
賞�

　
毛
　
文
峰
（
経
済
学
研
究
科
）�

　
「
日
中
両
国
に
お
け
る
証
券
交
流
」�

賞状を手に、受章を喜ぶ毛さん。�

学部の部�大学院の部�

毛
さ
ん（
院
経
済
研
）
が�

最
優
秀
賞�

　
十
五
年
度 

学
生
懸
賞
論
文�
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ひろばひろば�ひろばひろば�ひろば�

「将来は世界の平和のために力を尽く
したい」というラキブさん。�

私の故郷の自慢は�
誰にも負けない優しさです�
ラマン  ラキブ  モハマド  アルハムルさん（経済学科二年）バングラデシュ出身�

留学生紹介

!
キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス�

　
今
年
、
商
大
に

入
学
さ
れ
た
新
入

生
を
招
待
し
て
の

歓
迎
行
事
を
学
生

会
館
二
階
「
学
生

食
堂
サ
リ
ュ
ー
」

で
行
い
ま
す
。�

　
今
年
の
タ
イ
ト

ル
は
「
湧
気
☆

藹
々
〜
新
入
生
歓

迎
行
事
'04
〜
」
。

内
容
は
、
新
入
生
、
在
校
生
が
参
加
で
き
る
ゲ
ー

ム
や
、
お
笑
い
芸
人
に
よ
る
コ
ン
ト
、
そ
し
て
豪

華
賞
品
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大
会
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
に
も
、
会
食
も
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。�

　
今
年
の
新
入
生
と
っ
て
、
そ
し
て
私
た
ち
学
友

会
に
と
っ
て
も
、
新
入
生
歓
迎
行
事
を
良
い
も
の

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

〈
学
友
会
本
部
　
企
画
長
　
丸
橋
弘
和
（
経
二
）
〉�

●
日
時
／
四
月
二
十
四
日
（
土
）
十
四
時
〜
十
六
時�

●
場
所
／
学
生
会
館
二
階
　
サ
リ
ュ
ー�

教
授�

 

植
月
　
　
徹�

　
　
（
英
　
語
）�

教
授�

 

杉
田
　
淳
子�

（
消
費
経
済
論
）�

教
授�

 

竹
内
　
哲
郎�

　
　
（
生
物
学
）�

教
授�

 

石
松
　
　
勉�

　
　
（
民
　
法
）�

教
授�

 

近
藤
篤
三
郎�

　
（
ド
イ
ツ
語
）�

教
授�

 

上
野
　
雅
和�

　
　
（
民
　
法
）�

教
授�

 

片
山
　
信
弘�

　
　
（
商
　
法
）�

教
授�

 

土
生
　
芳
人�

　
　
（
財
政
学
）�

教
授�

 

足
立
　
正
常�

　
（
教
職
課
程
）�

招
聘
助
教
授�

 

楊
　
　
暁
塘�

　
　
（
中
国
語
）�

教
授�

 

小
島
　
　
孝�

　
　
（
商
　
法
）�

商学部�

法経学部�

お世話になりました�
　　   定年などで12名退職�

学友会本部�

お笑いライブで盛り上がった（去年）�

│
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は

ど
ん
な
国
で
す
か�

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は

ア
ジ
ア
の
中
に
あ
る
、

人
口
密
度
が
高
い
、
小

さ
な
国
で
す
。
日
本
の

よ
う
な
山
が
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど

平
地
で
す
。
日
本
の
よ

う
に
経
済
的
に
豊
か
な

国
で
は
な
い
で
す
が
、

人
々
は
と
て
も
優
し
い

で
す
。
誰
に
も
負
け
な

い
く
ら
い
優
し
さ
が
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
の
自

慢
で
す
。�

│
日
本
の
印
象
を
教
え

て
く
だ
さ
い�

　
日
本
は
安
全
で
平
和

な
国
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
四
季
は
と
て
も
綺

麗
で
す
。
秋
の
紅
葉
と
春
の
桜
、
本
当
に
美
し
い
。

私
は
日
本
人
の
時
間
を
き
ち
ん
と
守
る
事
が
一
番

好
き
で
す
。�

│
生
活
習
慣
等
で
戸
惑
っ
た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
、
お
国
柄
の
違
い
は
何
で

し
ょ
う�

　
母
国
と
日
本
の
生
活
習
慣
に
色
々
な
違
い
が
あ

っ
て
、
慣
れ
る
ま
で
少
し
大
変
で
し
た
が
、
今
は

も
う
大
丈
夫
で
す
。
今
で
も
困
っ
て
い
る
こ
と
と

言
え
ば
日
本
の
物
価
が
高
く
生
活
が
厳
し
い
こ
と

で
す
。�

　
日
本
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
は
色
々
違
う
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
一
つ
だ
け
説
明
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
料
理
の
違
い
で
す
。
日

本
の
料
理
の
味
は
と
て
も
薄
い
で
す
が
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
料
理
の
味
は
と
て
も
濃
い
。
日
本
料

理
に
は
ス
パ
イ
ス
を
何
も
入
れ
な
い
の
で
、
そ
の

食
べ
物
の
美
味
し
さ
を
そ
の
ま
ま
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

料
理
の
味
は
そ
の
食
べ
物
の
味
で
は
な
く
ス
パ
イ

ス
の
味
。
だ
か
ら
私
の
考
え
で
は
日
本
料
理
の
美

味
し
さ
は
食
べ
物
次
第
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
料

理
の
美
味
し
さ
は
料
理
人
の
腕
次
第
。�

│
商
大
へ
入
学
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
悪
か
っ
た

こ
と
を
、
教
え
て
く
だ
さ
い�

　
商
大
へ
入
学
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
色
々
な

国
の
友
達
が
大
勢
で
き
た
。
先
生
方
は
と
て
も
親

切
で
す
。
授
業
で
分
か
ら
な
か
っ
た
事
は
授
業
以

外
で
も
教
え
て
頂
い
た
り
、
色
々
な
相
談
に
乗
っ

て
頂
い
た
り
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
悪
か

っ
た
事
と
い
え
ば
授
業
料
が
高
い
こ
と
で
し
ょ
う

か
（
笑
）�

│
将
来
の
夢
は
何
で
す
か�

　
私
の
夢
は
将
来
世
界
か
ら
貧
し
さ
が
な
く
な
る

こ
と
で
す
。
世
界
中
の
人
々
が
平
等
に
豊
か
に
生

活
し
、
世
界
か
ら
戦
争
が
な
く
な
り
、
皆
平
和
に

暮
ら
し
て
い
る
、
そ
ん
な
世
界
の
た
め
力
を
尽
く

す
こ
と
で
す
。�

│
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ�

　
外
国
人
の
友
人
が
い
た
ら
、
そ
の
友
人
の
お
か

げ
で
そ
の
国
の
人
々
も
好
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
し
こ
の
よ
う
に
色
々
な
国
の
友
人
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
愛
す
る
人
々
は
た
く
さ
ん
増
え
ま
す
。

こ
れ
は
世
界
平
和
の
た
め
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。�

も
み
じ�

教
授�

 

篠

　
敏
雄�

　
（
経
済
原
論
）�

指 定 校�

専 門 能 力�

一般公募制推薦�

一 般 Ⅰ 期�

一 般 Ⅱ 期�

センターⅠ期�

センターⅡ期�

38�

36�

120�

58�

15�

12�

9

10�

13�

22�

8�

3�

5�

4

7�

3�

16�

9�

該当者なし�

3�

3

25�

10�

36�

44�

13�

31�

18

12�

6�

54�

33�

11�

14�

12

経済学科�法学科�商学科�
学科�

試験区分�
国際観光�
学　　科�

産業経営�
学　　科�

平成16年度入試合格者�

湧
気
☆
藹
々�

〜
新
入
生
歓
迎
行
事
'04
〜�

わ
　
　
き
　
　
　
　
　
あ
い
　
あ
い�

単位：人�
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健康的大学生活のススメ�
4月。新生活のスタートです！�
“大学生活、特に一人暮らしともなると、朝寝坊しても小言を言われないから、起床は昼過ぎ。�
食事も好きな時に好きな物を食べられるから適当になり、夜型の生活になりがち。”�
１日だけの不摂生のつもりが…積み重なると大変な病気を招く恐れがあります。�

大学は、様々な人と出会い刺激を受けながら、自ら学んでいくかけがえのない場です。�
心も身体も元気な状態で充実した大学生活を送ってください。�
時には、慣れない生活にストレスを感じ、悩みを抱えることもあると思います。�
困った時、一人だけで解決しようとせずお気軽にご相談ください。�

厚生課�

生活のリズムは朝から整えよう！生活のリズムは朝から整えよう！�生活のリズムは朝から整えよう！生活のリズムは朝から整えよう！�生活のリズムは朝から整えよう！�
朝、時間に余裕をもつことでこんな特権があります。�

朝 食 が 食 べ ら れ るs�

排 便 リ ズ ム が 整 うs�

深くて効率の良い睡眠がとれるs

太陽の光で身体のリズムが整うs

朝食は一日の活力源。食べる事で、脳や身体が活動モードにチェンジします。�

朝型の生活は夜型よりも、質の良い睡眠が得られます。�

人の活動と睡眠を司る体内時計の周期は２５時間。1日（２４時間）と時差が�
あり、これをリセットしてくれるのが朝の太陽の光です。�

朝食後は腸の動きが一番活発です。朝余裕があれば、排便リズムが整います。�

●学生生活の諸問題の相談…学生相談室（学生課）�
●心理・精神的な悩みの相談…カウンセリング室（厚生課）�
●怪我、急病等の応急手当…保健室（厚生課）�

窓口�

ご意見・ご感想等は、総務企画課学報担当まで　E－Mail／gakuho@po.osu.ac.jp▼
�

不
用
品
を
留
学
生
に
！

不
用
品
を
留
学
生
に
！�

大
皿
・
家
電
製
品
求
む

大
皿
・
家
電
製
品
求
む�
不
用
品
を
留
学
生
に
！

不
用
品
を
留
学
生
に
！�

大
皿
・
家
電
製
品
求
む

大
皿
・
家
電
製
品
求
む�

編
集
後
記�

　
毎
年
多
く
の
方
々
か
ら
留
学
生
に
多
く
の
日

用
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
び
は
誠
に
勝
手
で
す
が
大
皿
と
家
電

製
品
（
一
人
暮
ら
し
用
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
）

に
限
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
品
物
に
よ
っ
て

は
お
受
け
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
留
学
生
課
（
０
８
６
│

２
５
６
│

６
６
５
９
）

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。�

　
日
本
学
生
支
援
機
構
（
旧
日
本
育
英
会
）
の
奨
学

金
説
明
会
を
、
四
月
中
旬
に
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は

学
生
課
掲
示
板
等
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
場
所
／
二
号
館
二
二
二
教
室�

●
日
時
／
新
入
生
　
商

学

部
…
四
月
十
三
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
法
経
学
部
…
四
月
十
五
日
（
木
）�

　
　
　
　
在
学
生
　
四
月
十
四
日
（
水
）�

　
　
　
　
い
ず
れ
も
十
六
時
三
十
分
〜�

　『
夕
学
講
座
』は
、慶
應
義
塾
の
社
会
人
教
育
機
関
で
あ

る
丸
の
内
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｍ
Ｃ
Ｃ
）が『
夕
学
五
十
講
』

と
し
て
運
営
し
て
い
る
講
座
を
、サ
テ
ラ
イ
ト（
衛
星
）通

信
を
利
用
し
て
生
中
継
す
る
講
座
で
す
。二
〇
〇
四
年
度
は
、岡
山
商
科
大
学・岡
山
商
工
会
議
所・西
大
寺
商
工

会
議
所
の
連
携
事
業
と
し
て
共
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。名
称
も「
夕
学
五
十
講
」か
ら「
夕
学
講
座
」に
変
更

し
て
開
催
し
ま
す
。�

　
前
期
は「
再
生
・
ニ
ッ
ポ
ン
」「
企
業
価
値
を
高
め
る
」「
私
の
経
営
観
」「
哲
学
あ
る
生
き
方
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の“ 

理
論
と
持
論 

”」の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、十
五
講
座
を
放
映
し
ま
す
。�

　“ 

企
業
研
修
の
場
、自
己
研
鑽
の
場 

”と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�
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　かわいい猫が、わかりやすく説明します。世界経済、グローバルエコノミー
など、一見関係のなさそうなものが、実はとても身近なもの、という内容です。
これを読めば、ニュースの理解度をUPできそうです！�

『世界経済のニュースが面白いほどわかる本�
　　　　　受験生に超人気の講師が書いた日本一やさしい経済の本』�

  小泉祐一郎　著（ 中経出版，２００２.１１　３７９p  ISBN４８０６１１７０８０）�

�

この一冊一冊�この一冊一冊�この一冊�2イチオシ！�イチオシ！�
図　書　館�

　図書館のシステムが一新されます。E-Cats（NEC）と
いいます。イーキャッツと呼んでください。図書館内の新
しいパソコン端末で既にお気付きのとおり、４月から一般
にご利用いただけます。インターネットを利用した国内で
も最新鋭の図書館システムで、使い方は大変簡単です。�

　研究室からもご家庭からも図書や雑誌を探しご利用いただけます。操作方法がお分かりならない時には図
書館へお問い合わせください。みなさんと一緒に効果的な利用方法を学ぶ説明会を４月から開催準備中です。�

平成平成1616年度　学生定期健康診断について年度　学生定期健康診断について�
平成16年度の定期健康診断を下記のとおり実施しますので、必ず受診してください。�

※項目は、身長・体重・血圧測定、尿検査、胸部レントゲン撮影�
　s内科診察…全員対象　s視力測定…1年、4年、院生、研究生のみ�
※詳細については、厚生課掲示板をご覧下さい。�
※都合により、当日受診できない場合は、必ず他の日程で受診してください。�
※毎年、2、3年生の受診者が少ないです。全学年対象ですので必ず受診してください。　�

健康診断実施日程表�● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● � ●●●●●●●●●●●●●●●●�

日　程�
４／５（月）�
９（金）�
１２（月）�
１６（金）�
１９（月）�

対　象�
４ 年 生�
１年生・院生・研究生�
２年生・院生・研究生�
３年生・院生・研究生�
予 備 日�

実施時間�
８：４０～１６：００�
８：４０～１６：００�
８：４０～１６：００�
８：４０～１６：００�
１０：００～１６：００�

実施項目�
計 測・内 科 診 察�
計 測・内 科 診 察�
計 測・内 科 診 察�
計 測・内 科 診 察�
計 測・内 科 診 察�

実施場所�
６号館１階�
６号館１階�
６号館１階�
６号館１階�
６号館１階�

学 生 課�
�

留 学 生 課�
�

社 研�

インターネットで図書館所蔵検索�
WebOPAC誕生�
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創
立
四
十
周
年
を
む
か
え
、
学
報
も
装
い
を
新
た
に
し
ま
す
。�

▼
今
回
は
「
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
魅
力
あ
る
も
の
に
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
結
果
の
程
は
い
か
が
で
し
ょ
う
…
？
▼
本
学
の
大

き
な
動
き
に
呼
応
し
、
次
号
も
そ
の
進
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。
商
大

の
「
新
た
な
顔
」
に
な
ら
ん
こ
と
を
…
！
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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